
4 年度実績に関する施策・基本事業評価表 （兼 主要な施策の成果報告書補足資料）

単位

本 7 (7) 7 (7)

本 4 (4) 4 (4)

本 2 (2) 2 (2)

本 1 (1) 1 (1)

本

千円

千円

千円

千円

千円

人

時間

千円

千円

円

人魚津市の人口（各年度12月末時点） 40,477 39,919
参　　考

１時間あたりの平均人件費 3,923 3,876

Ｈ．人件費　（定義式　：　Ｅ／人口 ）

　同　　上
円 1,465 1,229

Ｇ．事業費　（定義式　：　Ｂ／人口 ）

　同　　上
円 407 375

効 率 性
指　　標

市民１人あたりにおける施策の
円 1,058 855

Ｆ．トータルコスト　（Ｂ＋Ｅ） 59,287 49,076

Ｅ．人件費　（Ｄ×１時間あたりの平均人件費） 16,477 14,961

Ⅰ．トータルコスト　（定義式　：　Ｆ／人口 ）

Ｄ．事務事業に要する年間総時間 4,200 3,860

Ｃ．施策に携わる正規職員数合計 10 11

基本事業④を構成する事務事業の決算額小計

基本事業③を構成する事務事業の決算額小計 1,946 1,181

５年度実績 ６年度実績 ７年度実績

基本事業②を構成する事務事業の決算額小計 25,318 16,467

基本事業①を構成する事務事業の決算額小計 15,546 16,467

目指す姿の実
現のための取

組
(基本事業)

基本事業① 安全な交通環境の充実

基本事業② 防犯対策の推進

基本事業③

施策の現状
及び課題

現　　状

・生活道路や通学路等において、交通事故防止のための交通安全施設の設置や既存施設の修繕を行うとともに、広報活動を実施し、交通安全意
識の高揚を図っています。
・防犯灯の設置や修繕及び防犯カメラの設置を行うとともに、防犯協会（地区防犯組合）、警察などと連携し、防犯パトロールや被害防止啓発活動
を行っています。
・消費生活相談等への相談体制を整え、消費者保護に努めるとともに、関係機関と連携を図りながら、消費者保護対策に取り組んでいます。

課　　題

・高齢者と子どもの交通事故被害が多いことから、交通安全意識の啓発に取り組むとともに、地域ぐるみで交通安全対策に努める必
要があります。
・犯罪を未然に防ぐため、防犯カメラ等防犯設備を整備するとともに、各地区防犯組合と連携し、自主防犯パトロールなどを実施する
必要があります。
・複雑・多様化する消費生活トラブルについて、消費者保護対策を推進する必要があります。

施策を進めるた
めの役割分担

行　　政

・交通安全設備の整備を行います。
・市民に対する交通安全教育や意識の高揚を図るための啓発活動を行います。
・防犯対策設備を整備するとともに、防犯協会をはじめとした防犯組織の強化及び活動の充実、
　市民の防犯意識の高揚のための啓発活動を行います。
・消費者保護のための相談体制整備と消費生活等に関する啓発活動を行います。

８年度実績

Ａ．本施策を構成する事務事業の数

基本事業①を構成する事務事業の数（うち自治事務数）

基本事業②を構成する事務事業の数（うち自治事務数）

基本事業③を構成する事務事業の数（うち自治事務数）

基本事業④を構成する事務事業の数（うち自治事務数）

Ｂ．事業費　（事務事業の事業費合計） 42,810 34,115

相談体制の充実

基本事業④

施策の
トータルコスト

区　　分 ３年度実績 ４年度実績

主管課名 生活環境課

関係課名 市民課、建設課

１０年後の
目指す姿 　安全で住みよい地域社会が実現し、市民が安心して生活を送っています。

令和

まちづくり目標 ともにつくるまち 政策名 安心・安全なまちづくり

施 策 № 6 施 策 名 日常生活の安全確保

市　　民
・

事 業 所

・交通法規を遵守し、交通事故防止に努めます。
・犯罪に遭わないよう、「カギかけ」などの防犯対策を徹底します。
・地域ぐるみで交通安全や防犯活動を行います。
・市民自らが正しい知識を身につけ、消費トラブル等に巻き込まれないようにします。
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一般会計 交通安全施設維持整備事業 7,960,000 7,433,353 526,647 Ａ 生活環境課

0

0

建設課

0

一般会計 生活道路整備事業（施策31②再掲） （237,631,008)

１次評価結果

一般会計 交通安全対策事業 5,429,000 5,305,675 123,325 Ａ

基本事業を構成する事務事業の実績（○：評価対象事業（総合計画の主な事業など）　-：評価対象外事業）

№ 会計名 事務事業名
令和4年度

担当課
予算現額（円） 決 算 額（円） 予算残額（円）

生活環境課

一般会計 市営駐車場維持管理事業 2,766,000 2,600,654 165,346 - 生活環境課

一般会計 市営自転車等駐車場管理事業 1,252,610 1,127,300 125,310 -

生活環境課

4 5 5
8

3 3
通学路安全対策箇所数 箇所 2 2

3 4

3
0 0

44 40
20

53 53

６年度
７年度

（中間目標値）
12年度
（目標値）

交通事故発生件数 件 60 51
56 52 48

成果指標名 単位

実績値 目標値（上段）及び実績値（下段）

令和元年度 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度

0 0 0
0

2 2
交通事故死亡件数 件 4

基本事業名 ①安全な交通環境の充実

基本事業の目的（意図）
交通安全に対する意識の高揚を図るための啓発活動に努め、通学路等交通の安全を確保する必要がある道路を中心に、安全な
交通環境を構築します。

令和4年度における
主な事業内容（活動内容）

【交通安全対策事業】
・市交通センター、センター地区支部、警察等と連携し、「交通安全県民の日（毎月１日、15日）」及び「春・夏・秋・年末の交通安全運
動」において交通安全広報活動を行い、交通安全意識の高揚に努めました。また、交通センターに保育園、小中学校、高齢者等を対
象とした交通安全教育、講習会等を委託して開催し、交通安全に関する知識等の普及啓発や安全行動の徹底に努めました。
・交通安全ドライバーズコンテストを実施し、収集した走行データを活用し「交通安全マップ」を作成し、関係機関に配付しました。
・高齢者等の運転免許の返納を促進させるため、運転免許返納者（年齢不問）に対して、魚津市民バス無料乗車証（１年間有効）を交
付しました。（返納者：令和元年度：215名、令和２年度：191名、令和３年度：176名、令和４年度：180名）
【交通安全施設維持整備事業】
・市民生活や通学路等の道路において、交通事故防止のための交通安全施設（ガードレール、カーブミラー等）の設置や既存施設の
修理を迅速、適切に行いました。
【市道改良舗装事業、各市道改良事業】（再掲）
・通学路の安全対策として、市道杉野印田線他５路線の拡幅改良工事、用地補償交渉を実施しました。
【市営自転車等駐車場管理事業】
・市営自転車等駐車場（５か所）のうち、魚津駅南、北、西側駐輪場の整理業務等を魚津市シルバー人材センターに委託し、利用サー
ビスの向上と周辺環境の保全に努めました。また、放置自転車（166台）の撤去を行い、駐輪場の環境向上に努めました。
【市営駐車場維持管理事業】
・駅南駐車場の維持管理（料金回収、保守点検、区画線塗替え工事、トラブル対応等）を適切に行いました。

基 本 事 業 概 要 シ ー ト ①

施 策 № 6 施 策 名 日常生活の安全確保
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№ 会計名 事務事業名
令和4年度

担当課
予算現額（円） 決 算 額（円） 予算残額（円）

0

0

生活環境課

一般会計 防犯対策施設維持整備事業 16,019,000 15,715,729 303,271 Ａ 生活環境課

１次評価結果

一般会計 防犯対策事業 855,000 751,086 103,914 Ａ

基本事業を構成する事務事業の実績（○：評価対象事業（総合計画の主な事業など）　-：評価対象外事業）

0

120 110
60

129 131
刑法犯発生件数 件 161 117

150 140

令和元年度 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度
７年度

（中間目標値）
12年度
（目標値）

130

基本事業の目的（意図）
市民の安全確保のため、防犯協会（地区防犯組合）、警察などの関係機関と一体になった防犯活動を推進し、防犯対策設備を整
備します。

令和4年度における
主な事業内容（活動内容）

【防犯対策事業】
・防犯関係団体（「防犯協会」「暴力追放運動推進協議会」「安全なまちづくり推進センター」）や警察と連携し、防犯パトロールの実施
や啓発キャンペーン、広報誌の発行等による被害防止対策や啓発活動を行いました。
【防犯対策施設維持整備事業】
・夜間における安全・安心の確保のため、市が所有する防犯灯等の修繕等、維持管理を迅速、適切に行いました。また、必要な箇所
へ防犯灯（14灯）や防犯カメラ（２台）を新設しました。

成果指標名 単位

実績値 目標値（上段）及び実績値（下段）

0 0 0
0

1 0
凶悪犯罪発生件数 件 1 1

0

基 本 事 業 概 要 シ ー ト ②

施 策 № 6 施 策 名 日常生活の安全確保

基本事業名 ②防犯対策の推進
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１次評価結果

一般会計 市民相談事業 3,360,000 1,180,522 2,179,478 Ａ

基本事業を構成する事務事業の実績（○：評価対象事業（総合計画の主な事業など）　-：評価対象外事業）

№ 会計名 事務事業名
令和4年度

担当課
予算現額（円） 決 算 額（円） 予算残額（円）

0

0

市民課

100.0% 100.0%
100.0%

100.0% 100.0%
消費生活相談の解決率
（他機関送致を含む）

％ 100.0% 100.0%
100.0% 100.0%

令和元年度 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度
７年度

（中間目標値）
12年度
（目標値）

100.0%

基本事業の目的（意図） 消費生活相談に対応するとともに、関係機関と連携を図り、啓発活動、情報提供に努め、消費者保護対策を推進します。

令和4年度における
主な事業内容（活動内容）

【市民相談・消費生活相談事業】
・複雑な消費生活相談や苦情に対応するための相談体制を整え、消費者保護に努めました。
・消費者トラブルは年々複雑・多様化しており、被害を未然防止するため、消費生活に関する知識の普及・啓発を行うとともに、関係
機関と連携し情報提供を行いました。

成果指標名 単位

実績値 目標値（上段）及び実績値（下段）

基 本 事 業 概 要 シ ー ト ③

施 策 № 6 施 策 名 日常生活の安全確保

基本事業名 ③相談体制の充実



２．施策の成果実績に結びついている主な取り組み（事務事業）の総括

　（前年度末で残った課題、既に現年度で取り組んでいること、又は取り組むこととしている予定を記述）

【①安全な交通環境の充実】
◆令和５年３月中に「交通死亡事故ゼロ365日」を達成しました。高齢者への交通安全教育を強化し、目標とする「交通死亡事故ゼロ500日」、さらには
「1000日」を目指します。
◆車の運転に不安のある高齢者等が運転免許証を返納した場合に、市民バス無料乗車証（１年間有効）を交付するほか、希望される場合は配偶者
にも交付するなど、運転免許証を返納しやすい環境整備に努めます。
◆通学路合同安全点検を基に危険箇所の対策を行うとともに、各小学校周辺の生活道路対策エリア（５地区）を合わせた、通学路、生活道路の安全
対策を重点的に進めます。

【②防犯対策の推進】
◆防犯関係団体や警察と連携して防犯パトロールや啓発キャンペーンなどを行い、被害の防止に努めます。また、防犯灯の新設や修繕等の維持管
理を迅速、適切に行っていきます。
◆防犯カメラが正常に作動するよう点検・修繕を定期的に行います。
◆魚津駅北側駐輪場の整備に合わせて敷地内の防犯カメラを更新し、自転車の盗難防止を強化します。
◆特殊詐欺の被害防止についても、引き続き警察や防犯関係団体及び金融機関等と連携し、啓発活動の強化を図っていきます。

【③相談体制の充実】
◆相談体制の充実や県消費生活センター等との連携の強化を図っていきます。

　（成果水準が、ここ数年の間どのように推移しているか、近隣他市と比較してどうか、住民期待水準と比較してどうかなどを記述）

【①安全な交通環境の充実】
◆交通事故発生件数（人身事故）は、令和４年は前年比±0件の53件でした。富山県全体を見ると令和３年の1,971件に対し、令和４年は,1,953件と減
少しています。（※交通事故発生件数　参照「富山県交通事故白書」（カッコ内は令和３年）：魚津市53件（53件）、滑川市59件（47件）、黒部市50件（50
件）、氷見市34件（43件）、砺波市107件（111件））
◆交通死亡事故については、令和２年中は３件、令和３年中は２件、令和４年中は２件と減少傾向にあります。（※交通死亡事故死者数　参照「富山
県交通事故白書（カッコ内は令和３年）魚津市２名（２名）、滑川市０名（０名）、黒部市０名（１名）、氷見市５名（０名）、砺波市２名（１名））
◆本市における事故全体を見ると、　65歳以上の高齢運転者が第一当事者となる事故の割合が高いことが大きな特徴となっています。（令和４年魚津
市交通安全事故白書より抜粋）

【②防犯対策の推進】
◆刑法犯認知件数は、令和４年は前年比２件増の131件でした。富山県全体を見ると令和３年の4,546件に対し、令和４年は3,929件と減少しています。
（※刑法犯罪認知件数　参照「富山県警HP」（カッコ内は令和３年）：魚津市131件（129件）、滑川市134件（142件）、黒部市106件（94件）、氷見市174件
（131件）、砺波市154件（177件））
　本市では、前年と比較すると車上ねらいが減少した一方で、器物損壊や自転車盗が増加しています。
　県内における特殊詐欺の認知件数は横ばいで推移し、被害総額は前年から４割以上増加しています。本市では１件（架空料金請求詐欺）認知し、被
害総額は40万3千円でした。今後も幅広い年齢層を対象にした被害防止対策、鍵かけの呼びかけなど犯罪抑止対策を講ずる必要があります。

【③相談体制の充実】
◆相談件数は、令和３年度は107件（対前年69.9％）、令和４年度は74件（対前年69.2％）と減少していますが、相談内容は複雑・多様化しており、特に
ネット通販トラブルに関する相談が多くなっています。

　（令和4年度において、施策及び基本事業の成果向上に貢献した主な事務事業の取組み内容を中心に記述）

【①安全な交通環境の充実】
＜交通安全対策事業＞
◆市交通センター、センター地区支部、警察等と連携し、「交通安全県民の日（毎月１日、15日）」及び「春・夏・秋・年末の交通安全運動（期間：各10日
間）」において交通安全広報活動を行い、交通安全意識を高揚することができました。
◆交通安全ドライバーズコンテストを実施した結果、自らの危険運転を認識し、安全運転の意識を高めることができました。
◆運転に不安のある高齢者等が免許を返納しやすくなるよう、返納者に市民バス無料乗車証（１年間有効）を交付しました。また、希望される場合は
配偶者にも交付しました。
＜交通安全施設維持整備事業＞
◆交通事故防止のための交通安全施設（ガードレール、カーブミラー等）の設置や既存施設の修理を適切・迅速に行いました。
＜市道改良舗装事業、各市道改良事業＞（再掲）
◆通学路の安全対策として、市道杉野印田線他５路線の拡幅改良工事、用地補償交渉を実施しました。

【②防犯対策の推進】
＜防犯対策事業＞
◆警察、地区防犯組合等と犯罪等が発生が予測される危険箇所のパトロールを行い、被害の防止に努めました。
＜防犯対策施設維持整備事業＞
◆夜間における安全・安心の確保のため、防犯灯の新設や修繕等の維持管理を迅速、適切に行いました。
◆令和３年度に実施した防犯カメラの一斉点検により判明した不具合箇所を修理し、正常に作動するようにしました。(魚津駅西駐輪場ほか）
◆通学路（木下新地内）に防犯カメラを設置した結果、児童や住民が安心して通行できるようになりました。

【③相談体制の充実】
＜市民相談・消費生活相談事業＞
◆専任の消費生活相談員の配置や職員の専門研修会への参加により、相談体制の充実を図りました。また、出前講座の開催による啓発活動に加
え、市内商業店舗内市役所お知らせコーナー（みてかれ間！）に消費生活相談に関するリーフレット等を配置するとともに、成年年齢引き下げに伴うト
ラブル防止のため関連情報をホームページ等で発信しました。
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